
 

 

 

 

 

 

A-Lab Exhibition Vol.27「普通の日 YU SORA個展」を開催します！ 

 

１ 趣旨 

尼崎市は、あまらぶアートラボ 「A-Lab」(えーらぼ) で「普通の日 YU SORA個展」

を開催します。 

本展は、韓国出身のアーティストである YU SORA（ユ・ソラ）による日常をテーマとし

た展覧会です。原寸大の家具や家電製品などを真っ白な布と黒い糸で包み込んだ作品は、

一見するとクールで非日常的な空間が広がっているように見えます。しかし、その空間に

踏み入れると温かさや優しさを感じることができます。それは、観た人それぞれの日常生

活で個人の感情や記憶が持つ、それぞれの色、すなわち「普通の日」を入れる容れ物の役

割を持っているからです。それぞれ個人が持つ、「普通の日」を感じてみてください。 

また、本展では立体作品だけでなく、布を支持体にした平面作品、木彫作品、そして尼

崎の風景のドローイングなどを展示します。 

 

※新型コロナウイルス感染症の感染防止策として、別紙１のとおり対策を行い、展覧会

を開催します。ご理解・ご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

２ 概要 

会 期：令和 3年 2月 23日㈫㈷から令和 3年 3月 31日㈬ 

会 場：あまらぶアートラボ「A-Lab」（尼崎市西長洲町２-33-１） 入場料：無料 

時 間：（平日）午前 11時～午後７時（土・日・祝）午前 10時～午後６時   

※休館日：火曜日 

  出展者：YU SORA（ユ・ソラ） 

問合せ：尼崎市文化振興担当（土日除く午前８時 45分から午後５時 30分） 

       電話 06-6489-6385  FAX 06-6489-6702 

  主 催：尼崎市 

協 力：ベイ・コミュニケーションズ 

 

３ 関連イベント 

   無人ワークショップ「私たちの住んでいる家」 

日常を見つめ直す本展の会場で、参加者が自らの日常生活の場所を振り返り、住んでい

令和 3年 1月 29日 

所 属 文化振興担当 

所属長 松長 昌男 
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る部屋の間取り図をそれぞれに描くワークショップを開催します。普段の生活の中で見

えている部屋だからこそ、わからなくなってしまうこともあります。じっくり考えて描い

たり、家族で話し合いながら描いたり、いつもの生活している場所の見方が変わるでしょ

う。そして、知らない誰かの部屋をのぞき、どんな人か想像したり、共感したり、似てい

る人を探したりしてみましょう。 

  当ワークショップは、展覧会期中、いつでも参加できます。 

 

４ 作家略歴 

1987 年生まれ。韓国、京畿道出身。弘益大学彫塑科を 2011 年卒業、東京藝術大学大学

院彫刻家修士課程を 2020 年修了。白い布と黒い糸を使い、日常をテーマとした作品を作

っている。家の中のものや姿を通じて人の存在や生きている時間を語る。2010 年からソ

ウルと東京を中心とし、様々な展覧会に参加。日本での主な展覧会は「黄金町バザール

2013」、個展「引っ越し」（YCC Gallery、横浜、2017 年）、Tokyo Midtown 

Awatd2018、ROPPONGI ART NIGHT2019 など。 

                                以 上 

  



 

別紙１ 

 

あまらぶアートラボ（A-Lab）における新型コロナウイルス感染症拡大防止策 

 

【来場者へのお願い】 

来場者へのお願いとして以下の内容を掲示します。 

・咳エチケット、マスク着用、手洗い・手指の消毒をお願いします。 

・咳・咽頭痛などの症状や 37.5 度以上の熱がある方、帰国後２週間以内の方の

入場はご遠慮ください。 

・エレベーターの使用は移動に制約のある方のみ使用していただくようお願いし

ます。 

・場内では間隔を広げてご鑑賞ください。 

・鑑賞中に大きな声での会話はご遠慮ください。 

・基本的に作品にはお手を触れないでください。直接手で触れることができる展

示物は設置している手袋の着用をお願いします。 

・資料、図書を閲覧する際は手袋の着用をお願いします。 

・ご来場の際に、ご連絡先などをお伺いさせていただきます。 

・サーモグラフィーを設置するとともに、来館者に対して検温を実施させていた

だく場合があります。また、一定値以上の発熱がある場合は入場をお断りする

場合があります。 

・スタッフはマスクを着用して対応させていただきます。 

・基本的に荷物のお預かりができません。大きなお荷物はスタッフにご相談くだ

さい。 

【接触・飛沫感染防止対策】 

（入口） 

１ 入口に消毒液を設置します。 

（受付） 

２ 受付で兵庫県新型コロナウイルス追跡システムに登録できるようにする他、 

来場者の連絡先を記載してもらう用紙を設置し、感染が確認された際に連絡

を取れるようにします。 

３ 場内では間隔を広げてご覧いただくようお声掛けするとともに、フロアマー

カーを設置します。 

４ 配布物は手渡しで配布せず据置き方式とします。 

５ 受付に飛沫感染防止のためシールドを設置します。 

６ サーモグラフィーを設置して来場者の体温を確認するとともに、必要に応じ

て来場者の検温するため、非接触型の温度計を設置します。 

 



 

（ロビー等） 

７ 配布するチラシは見本を掲示し、希望者に個別にお渡しします。 

８ 連絡先の記載やアンケート記入に使用した鉛筆はお持ち帰りいただきます。 

９ ポートフォリオ、図書コーナーの本の閲覧時に使用する使い捨ての手袋を設

置します。 

（展示室） 

10 直接手で触れることができる展示物を鑑賞するための使い捨ての手袋を設置

します。 

11 展示室内は常時換気していますが、可能な限り展示室のドアや窓を開けて換

気をします。展示上、ドア、窓を開ける事ができない部屋は 30 分に一回程

度、展示室の換気を行います。 

（その他） 

12 手すり、トアノブ、エレベーターのボタン、テーブルなどを適宜殺菌消毒し

ます。 

13 トイレの洗面に使い捨てぺーパーを設置します。 

【スタッフの健康管理】 

１ 毎日スタッフの検温を行います。 

２ スタッフはマスクを着用し、手洗い・手指の消毒を徹底して実施します。 

３ 来場者への資料の配布、荷物の対応等の場合、手袋を着用します。 






